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主 な 内 容

編集発行/標津町総務部総務調ム報係/標津町字標津3-5な ②21割/印刷/標津印届J株式会社

標津町特定環境保全公共下水道事業oす む
―一――…………………… 2 3両

人のうこき 一―…………………………一――一 _~… ……………―――… 3面

機構と人事 一―――――――――一―一― ―一………………………… 4 5面

カメラ レホート,町民文芸 ………―――――――……………―…………… 6面

第10口しべつ港案|‐(案内)一
―………………―――――…………―――― フ 面

寄 イ寸 ほ か 一 ―――一――…………――一一―一――――十~― 十一-8面

〈7月 1回現在〉

世帯数2,2∞世帯( 10)

人 口 7,430人 ( 5)

男 3,727人  ( 3)

女 3,703人  ( 2)

X()内は前月比



莞 1 7 3号 広 報 じ べ つ B富示056台三8月 1日

た
ば
こ
は
町
内
で
員
い
ま
し
よ
う

下
水
道

は
、
冷
所

や
風
呂
場
な
ど
か

ら

の
生
活
排
水

や
し
水
な
ど
を
　
き

れ

い
に
処

理
し

て
次
流
す

る

の
で
　
河
川

の
汚
れ
を
防

ＩＬ
し
　
公
害
対
策

に
大

き

な
役
制
を
来

た
す

ほ
か
　
伝
染
病

の
予

防

に
も
件
力
を
発
軒
し

て

い
ま
す
。

本

町

で
も
　
叫
和
五
十
年
度

か
ら
下

水
道

工
い
を
始

め
　
昭
和
五
十
九
年
度

か
ら

の
部
分
供

用
を

め
ざ
し
、
若

々
と

工
■

を
進

め
て

い
ま
す

が

本
午
度
は

つ
ぎ

の
工
■
を
行

い
ま
す
。

一
、
汚
水

お
よ

び
市
水

一
号
件
級
併
楽

工
事

⌒
図
ｍ
持
号
①

）

工
　
期
　
四
月
ｉ
十

日
～
十
月

二
十

■
米
景
　
汚
水
管

八
六
人
　

三
七

■

雨
水
管
九

一
六
　

一
０
■

ｉ
　

汚
水
五
号
幹
線
管
堤

工
■

⌒
図
而

番
号
②

）

工
　
期
　
四
月
二
十
六

日
～
六
月
二

全
一〇
本
で
三
〇
円
、
５５
年
度
で
三
、

■
米
■
　

汚
水
竹

Ｌ
九
●

　

一
■
■

ｉ
、
口
汁
下
水
終
米
処
叫
場
待

理
取

ｉ

木
空
辻

ｉ
“

一
□
前
喬
サ
①

一

工
　
期
　
十（
川

一
日
～
卜

一
月
卜

門

■
半
ｉ
　
倍

叫
ほ

の
■
本

工
十
　
八

四
　
汚
水
六
サ
支
線
竹
来

工
“

一
図
付

卜
，
④

）

Ｉ
　
期
　
一（
月

ｉ
卜
九

日
～

八
月
十

Ｌ
ｉ

■
半
止
　
汚
水
付

一
　

一　
　
一
●

ヤ

な
お
　

工
■
劇
‐１１１
中
　
付
近
住
民

の

方

に
は
　
大

型
特

殊
機
械
な
ど

の
使

用

の
た
め
　

販
十

　
振
動

に
よ
り

ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す

が
、

ど
理
解

　

ご
防

力
を

お
順

い
し
ま
す

。
工
■

に

つ
い
て

お
気
付
き

の
点

は
　
役
場
下
水
迪
謀
施

設
係

な
②

２
１
３
１
内
線

２
２
９
森
ま

で
ど
進

絡
く

な
さ

い
。

一
五
〇
万
円
が
町
の
収
入
）

ことしの下水道工事匡羅尖遍匡翼築薄邊整

SS ,と 均

）

）
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“
け
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は大 1220
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フ
月
ほ

国
民
健
康
保
険
税

ツ

一期
）
の
納
期
で
す
。
納
期
内
に
完
納
を
。

人
の
う
ご
き

●
町
関
係

●
　
　
　
ヽヽ

４

１
助

役
に
中

村
氏
再
逮
―

去

る
六
月
二
十

日
開
会

の
第

■
回

臨
時
町
議
会

に
お

い
て
　

中
村
幸
吉

現
助
役

が
再
選
さ
れ
ま
し

た
。

任
期

は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
四

日
か
ら
昭
和

六
十
年
七
月
三

日
ま
で

で
す
。

―
震
業
委
員
会

委
員
―

去
る
七
月
十
七

日
執
行

の
農
業
委

員
会
委
員
選
挙

は
、
無
競
争

で

つ
ぎ

の
方

々
が

高
橋
道
治

吉

口
国
吉

田
畑
　
五

小
岩
　
晃

井
上
　
均

島
束
才
治

乗
利
義
春

ユ
オ
　
西
北
標
津

無
所
属
　
新

６。
ォ
　
西
古
多
様

無
所
属
　
現

５‐
ォ
　
北
川
北

無
所
属
　
現

磁
オ
　
茶
志
告

無
所
属
　
現

４９
オ
　
束
古
多
様

無
所
属
　
新

５０
ォ
　
茶
志
骨

無
所
属
　
現

５６
オ
　
束
川
北

無
所
属
　
現

桜
井

僚
太
郎

３８
オ
　
前

川
北

無
所
属
　
現

今
井

三
大
　

受
才
　
西
川
北

無
所
属
　
現

井

上
朔
郎
　
５９
オ
　
北
標
津

無
所
属
　
現

推

せ
ん
委
員
と
し

て

五
百
木
秀
夫

　
５９
オ

　

（
農
業
協

同
組
合
推

せ
ん
）

佐

々
木
喜

一
郎
　
セ
オ

　

（農
業

共
汚
組
〔
推

せ
ん
）

矢
都
　

武

４６
オ

（議
会

推

せ
ん
）

任
期

は
　
昭
和
五
十
九
年
七
月
十

九

日
ま

で
で
す
。

―

監
査
委
員
に
う
野

氏
高

任
―

去
る
七
月
二
十
七

日
開
会

の
第
四

回
臨
時
議
会
に
お

い
て
　
監
査
委
員

の
知

識
経
験
者

と
し

て
今

野
武
右

エ

門
氏

が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
月

二

十
八

日
か
ら
昭
和
六
十
年
七
月
二
十

七
日
ま

で
で
す
。

●
町
会
連
合
会
関
係

●

去
る
七
月
十

一
日

の
総
会

に
お

い

て
、
欠
員
と
な

っ
て

い
た
連
合
会
長

に
高
橋
明
氏

（前
剥
会
長

）

副
会
長

に
佐
藤

勝

三
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

（
も

う

一
名

の
副
会
長

は
進
藤
松
太
郎

氏

で
す
。
）

任
期

は
、
昭
和
五
十
七
年
度

の
総

会

ま

で
で
す
。

ツ

もハ ｀ヽ ミ■
‐‐

エアレーションタンク 最 終沈でんら

ポンブ場 沈砂池 最初沈でんち蚤ン

自然を愛し 美 しい郷土をつ<り ましよう



広 報 じ べ つ 昭和56年8月 1日

まと人 事
(昭和56年 7月 7日 現在)

付 幸  吉

|
参事
川畑二郎

０レ
竹
～
８
／
１０

夏
の
交
通
安
全
道
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施

双

葉

保

育

所

　

若

月

　

一　

義

≡拳

鶏）若　月　一　義
）

蘭圏関倒倒巴
　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　
（係　　　長
）

岬‐等‐‐‐的鋼側囀‐占‐‐韓　　殺　　廟（兼）梯　蜘　期　卵

社

会

福

祉

係

一戸
　
　
籍

　

係

住
民
活
動
推
進
係

国

民

年

金

係

保

健

予

防

係

保

健

指

導

係

環

境

美

化

係

国
民
健
康
保
険
係

（係

　

　

長
）

土

井

哲

也

）

一

民生部

保健環境課

坂日宣弘

和 玉 菊 今

回 置 地 野

勝 正 良 千

義 純 子 昭

守 刀ヽ 岩 藤
笠
田 原 佐 巻

和 正 哲 国

俊 一 男 治

佐 荒 音 浜

藤 屋 川 向

勝 好

正 昭 正 傑

総務課

木下 孝

大文

金沢 瑛

草 交 広 管 企 人 総

通   画 事

両 防 報 財 調 厚 務

災    査 生

係 係 係 係 係 係 係

兼

杉 佐 若 小 金 橘 吉

山 藤 月 野 沢  田

孝 一 秀  英 進

広 一 範 敏 瑛 克 一

たがしヽに動け合しヽ 暖 かい社会をつ<り ましよう



昭和硝年 8月 1日 広 報 し べ つ

町 の 機 若

収入役

辰田不折

利 昭

建設部
山 口

|
産業経済部
原 田    昭

住
民
の
足
　
国
鉄
標
津
線
を
み
ん
な
で
利
用
し
よ
う

係

　

―

納  設 務

係 係

兼

城 城

地 地

民 民

義 義

(兼)
山口利昭

占
施 業

水道課

戸田秀三

設 持 務

係 係 係

兼

城 白 岡

地 鳥 部

民 英 征
四

義 一 郎

黒田義雄

区 用 計

画

整 地 画

理

係 係 係

横 工 大

尾 藤 山

千   米

秋 1ケ 勝

建設課

河野正己
主任技師

岩原尚昭

市
窪 土 道 管

路

築 木 維 理

持

係 係 係 係

兼 兼

坂 岩 西 西

井 原 村 村

建 尚 勝 勝

夫 昭 己 己

賃 榊
労 観 商  漁 林 農 農 農

整地
政 光 工 政 政 備 開 政

啓発
係 係 係 係 係

兼 兼   兼

X済 高 夫
‐
宵

島 田 橋 西 村

寿  政 光 文

光 昭 一 博 昭

係
（兼
）
山
　
口

係
　
　
山
　
下

係
（兼
）福
　
田

｀
隆 雄 寛

施 維 業

書
記
長
心
得

高

橋

恒

雄

事

務

局

長
（養
）佐

藤

俊

勝

事

務

局

長

病院長

津村哲人

医師

武藤虎信
古畑義明

食 務 事 務
横 山 池 伊

山 崎 田 藤 係 係 係 係

好一隆和きき き
本 菊 佐 本

美 郎 嘉 子
間 地 藤 間

‐
  留 英 健 留

治 治 蔵 治

bを 豊かにし 文 化を高めましよう

事務局長
板垣 敏

農 振 庶

果

地 計 務

画

係 係 係

兼

沢 小 板

谷 針 垣

英 義

昭 明 敗

阻
臨
郷

‐

|

〕

ロ
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カメラ

耶 ト

新
生
活
運
動
と
は
　
生
活
を
高
め
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
住
民
運
動
で
す

籾l

石

の
橋

た
た

い
て
帖
け
る
残

り
夢

沸
点

の
重

さ

に
耐
え

て
海
豪

黙

生
き

が

い
を
地
域

と
人

の
和

に
き
さ
げ

人

の
世

の
リ
ズ

ム
狂

っ
て
と
ま

ど
う

Ｈ

回
会
座
勧
進
峡

が
演
じ
ら
れ

独
り
言
た
め
て
あ

る
日
ふ
る
反
次

陽
炎
も
粘

一
杯

に
登

る
意

志

つ
く

づ
く
と
欠

け

た
夫
嚇
茶

碗
を
あ

た
た
め
る

夢

に
姑

る
い

は

い
つ
で
も
愛

ば
か
り

風
鈴
を
吊
し

て
風

の
私
許
と
は
る

標
津
川
柳
■

で
は
会
貫
を
募
来
し

て

い
ま
す
。
同
好

の
方

は

＋
務
局
　
ほ
実
な
②

２
３
９
７
ま

で
ご
と
作
く

だ
さ

い
。

1 , '竹 布 淡 氏 政 1 1

藤 チ 施 y作 岡 野 り|

ひ   惣  末 風 許 海
か    ―
り ,F P` r i青  )叫 l1/

あなたも気軽 こ14F品を

投摘しませんか。

ハカキに作畳と|=所

氏承 又 よ字額 学 年)

を33人のうえ,役 場知

らせ陶(係 へどうイ.

詩やイヤストもうるせ

<だ さい。

怯

木

町

双

葉

町

川

■

町

泳

栄

町

弥

栄

町

本

　

町

本

　

町

古

多

雄

住

■

町

跡

米

町

松  ′卜 !H
夢!十

突 ill1 11

i前 Ⅲ卜 者
夕ri
l   ノウ  ,1:

）

）

）
―

▲6月 24日 上 勇別自泊会来町 1北 コミユ三ティー視察憲談

▲6月 5日 北 海道文化財保護脇会ポー川史BTl視察▲6月 26日 交 通安全職場宣言(太平洋レミコン標津工場)

子どもの夢を育て 平 示BなEBIをつくりましょう



昭禾856年 8月 4日 広 報 し べ つ 鋭告173モ事

国
民
年
令

は
、
加
入
者

が
年
を

と

っ

た
，
障
害
者

・
母
子
世
帯

と
な

っ
た
と

き

に
、
年
金

を
支
給
し

て
生
活

の
安
定

を

は
か
る

こ
と
を
目
的

と
し
て

い
ま
す
。

国

民
年
金

の
結
付

に
は
、
老
齢
午
金

通
算
老
齢
年
金
　
障
害
年
金

　
母
子

年
金
　
準
母
子
年
金
　
遺
児
年
金

・
寡

婦
年
金

の
七

つ
の
年
金
給
付

と
死
亡

一

時
金

が
あ
り
、
老
齢

と
を

っ
た
り
、
廃

疾

お
よ

び
死
亡

の
事
故

が
お
き

た
と
き

に
、　
一
定

の
要
件
を
満

た
し

て

い
れ
ば
、

い
ず

れ
か

の
給
付

を
受
け

る

こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
年
金
を
受
け

る
た
め
に

は
、

つ
ぎ

の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
年

金

給
付
を
受
け
る
権
利

の
あ

る
人
自
身

が
な
定
請
求
す

る

こ
と
で
す
。

こ
の
請

求

に
よ

っ
て
、
保
険
者

は
そ

の
人

が
受

け
る
権
利

が
あ

る
か
ど
う
か
を
裁
定
し
、

年
金
を
給
付
す

る

こ
と

に
な
り
ま
す
。

年
金

を
受
け

る
要
件
を
満
た
し
な
が

ら
、
ま

だ
裁
定
請
求

を
し

て

い
な

い
人

は

い
ま

せ
ん
か
。
早

め
に
、
役
場
国

民

年
金
係

に
裁
定
請
求
書

を
提
出
し

て
く

だ
さ

い
。

詳
し
く

は
、
役
場
国

民
年
念
係

な
②

２
１
３
１
内
線

一
一
二
番

に
お
た
す

ね

く

だ
さ

い
。

老齢 (通算年金)年 金は

このようにして裁定されます こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
年
金
が

受

け
ら
れ
ま
す

(社会保険庁)

●
88求■の送付

日

翻
(社会保険事務所)

合
It水書のと付

年
全
の
受
け
取
り

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺
は
き
れ
い
に

・
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
区
別
し
て
出
し
ま
し
よ
う

）

や

今
年

で
十
回
日
を
迎
え
る

「
じ

べ

つ

祭
り
」

は
、
名
弥
を
新

た
に

「
し

べ

つ

港
祭

り
」

と
し

て
　
人
月
十
四

日
か
ら

十
六

日
ま

で

の
二
日
間
行
わ
れ
る

こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
よ

り

一
層
多

く

の
参

加

と
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
す
。

第
十
回
し

べ

つ
港
舛

り
突
行
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。

実
行
委
員
曇
　
標
津
町
長
小
野
幸

三

副
委
員

工
　
漁
協
組
合
長
訓

山
猛

農
協

組
合
長
吉
日
昇
　
商

工
会
長
疋

日
敏

一　

観
光
協
会

長
谷
藤
正
　
標

津
町
全
逆
谷
会
長
高
橋
明

顧
問
　
議
会

議
長
大
沼
喜
雄

事
務

局
総
局
長
標
津
町
助
役
中
村
章

吉

●
物
産
展

味
と
香
り

の
末
北
標
津
物
産
展

、
姉

妹
都
市
　
大

畑
町

（青
森
県

）
の

コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

日
　
時
　
十
五
日
、
十
六
日

正
年

か
ら
年
後
六
時
ま

で

場
　
所
　
中
央
公

民
館

ホ
ー

ル

●
標
津

百
年
吉
頭

・
ね

ぶ
た
バ

レ
ー
ド

「標
津
百
年
音
頭
臨
り
」

と
、
「
扇

ね

ぷ
た
」

Ｐ
ヽヽ
一一
竿

燈
」
・
「
と

ど
わ
ら

大
設
」

の
市
中

パ
レ
ー
ド

で
す
。

日
　
時
　
十
六

日
、
午
後
七
時

か
ら

コ
ー

ス
　
一宅
雲
寺
前

～
国
道

二
四
四

号
線

～
役
場
前

集
　
合
　
竜
雲
寺
前
年
後
六
時
半

●
漁
船
海
上
パ

レ
ー
ド

・
舟

こ
ぎ
競
消

日
　
時
　
十
四

日
、
午
前
九
時

か
ら

正
午

ま

で

場
　
所
　
標
津
漁
港

、
標
津
前
浜

●
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン

と
ど
わ
ら
太
鼓

の
ほ
か
、
釧

根
地
区

太
鼓
四
団
体

の
共
演

で
す
。

日
　
時

　
十
五

日
、
年
前
十

一
時

か

ら
午
後

一
時
ま
で

場
　
所

　
町
菅

ス
ケ
ー
ト
リ

ン
タ

▼
殉
公
考
思
盛
祭

日
時

・
場
所

十
二
日
、
年
後
六
時
半
省
神
社

十
四
日
、
午
前
十
時
ぢ
望
ヶ
丘
公
園

（十
時

十
分

、
サ
イ

レ
ン
を
鳴

ら

し
ま
す

の
で
、　
一
分
間

の
黙
と
う

を
お
願

い
い
た
し
ま
す

。）

▼
魚
魂
祭

同
　
時
　
十
四

日
、
年
後

五
時

か
ら

十
五

日
、
年
前
十
時

か
ら

場
　
所
　
標
津
漁
協

▼
煙
ろ
う
流

し

日
　
時
　
■
九
日
、
年
後
七
時

か
ら

場
　
所
　
標
津
川
右
岸

▼
太
子
祭

日
　
時

　
一
一十

日
、
午
後

一
時

か
ら

場
　
所
　
太
子
堂

（
敬
栄
寺
境
内

）

▼
黒
牛
大
食
会

日
　
時
　
十
五

日
、
午
前

十

一
時

か

ら
午
後

二
時

ま
で

場
　
所

　
町
営

ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク

ｘ
前
売
券

二
、
〇
〇
〇
円

、
当

日
券

四
、
〇
〇
〇
円

（
四
人
分

一
セ
ッ
ト

＝
黒
毛
和
牛
肉

六
五
〇
″ク
の

ス
キ
焼

き
と

コ
ー
ラ
か
生

ビ
ー

ル
小

ジ

ョ
ッ

キ
ー
四
杯

）

▼
民
樹
歌
縮

シ

ョ
ー

●
千
昌
夫

シ

ョ
ー

（商

工
会
主
催

）

日
時
　
十
八
日
、
年
後

三
時
省

と

午
後
六
時
半
な

の
二
回

場
所
　
標
津
町
総
合
体
育
館

●
斉
藤
京
子

シ

ョ
ー

日
時
　
十
五

日
、
午
後

克
時
な

と

年
後

六
時

ぞ

の
上
回

場
所
　
標
津

漁
協

ホ
ー

ル


